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序
児童心理療法に関して，直接児童iζ働きかけていく治
療関係を考える前1(，子どもの親のカウンセリングを考ー
えてみる必要があり，効果的なカウンセラーのあり方に
ついて，さきに展望し考・察した7>。
今回はクライエントとしての母親の要因として，子ど
もについての知覚，自分自身についての知覚をとりあげ
る。母子関係の改善も目ざす母親とのカウンセリングに
おいて，母親が自分の子どもをどのように見ているか，
またどのようであってほしいと思っているか，さらに母
親が自分自身をどのように見ており，またどのような自
分でありたいと患っているかについては，面接過程にお
いて，折にふれ述べるζとではあるが， ζれを質問紙法
tとよりとらえようとする。
自分の行動を決定するものは，自分自身をどのように
見ているかという自己意識に基づくとする Combsらお
の現象学的立場にたつものであり， 自己意識としての
「理想の自己Jと「現実の自己Jとの差異の大小が適応
の指標とされ，差異が大きければ大きいほど，適応状態
は惑いと直線的に仮定される目。 r理想、の自己Jと「現
実の自己」の差異と適応、の関係については，直線的なも
のではなく，曲線的であるという説2>もあるが，乙乙で
は一応直線的とみなす。
自己意識と適応との関係についての研究の紹介は，加
藤4)の展望にも述べられている。
採用する質問紙は田畑舶が望ましいカウンセラーの条
件を多考として，理懇の母子関係を
(1) なんでも言える関係にあり，母親は叱るときはちゅ
うちょなく叱り，甘やかすときは愛情を卒直に示す。
(2) 母親は子どもの長所と同じく欠点をも動婚なくうけ
とる乙とが出来る。
(3) 子どもの気持を敏感に感じ，自分の持組みからでは
なく，子どもの枠組みから理解しようとする。
( 15 ) 
と規定して作成したものである。
丹下が担当している治療面接中の情緒降客児の母殺を
対象1:，数は少ないが，母親の知覚している母子関係を
検討してみる乙とにする。
方 法
1.対象
治療群〈情緒障害の男児6名の母親)
(第1表参照)
対照群(情緒障害を示していない男児10名の母親)
表ー 1 治療面接群
トh症例 学年 子どもの主な状態心理治療開始年月
1 SU中学1年務符(小学3年よ昭和4持 7月
脳波異常、集団生活へ
2 M 1 小学5年の不適応、自閉的傾向昭和42年5月
あり
精神高草弱、集団生活へ
3 NA小学3年の不応、自閉的傾向 昭和44年1月
あり
脳波異常、集団生活へ
4 N 1小学2年の不適応、自防的傾向昭和45年7月
あり
5 51小学i年額鵠白25適応、昭和45年4月
6 YA幼稚園鋸鱗への不適応、 昭和4即月
治療群の子どもの年令が幼稚園児から中学1年生まで
わたっているため，対照群として適切といえないが，他
の研究の対象として来談した小学4・5・6年の知的優
秀児 (1 Q130以上)の男児10名の母親を選んだ。
I.材料
図畑作製の母子関係質問紙 (&IJ表参照)
A項目群 (25項目)
学童
治療翼手の母子関係、得点
B項目群
母親について
第1回
症例:現実点理想点差異点
?
?
??
??
?
?
???
?
?
?
??
??
??
?
?
?
SU 
MI 
NA 
NI 
S 1 
YA 
計 157 68 
第2回
症例現実点理想点差異点
SU 
MI 
NA 
NI 
S 1 
YA 
表-2
A項目群
子どもについて
第1回
症例現実点理想点差異点
?
??
??
?
? ?
??? ?
?
????? ?????
?
。 。
??
?
???
?? ?
?，?
?
?
?
213 
??
?
??
? ?
? ?
??????
?
計 349
第2回
症例現実点霊童想点差異点
SU 57 
MI 臼
NA 84 
N I 65 
SI 44 
YA 66 
192 
???
????
?
?
529 
???
????
?
?
?
①現在一くんはどんなでしょ うか(現実の子ども〉。
③できたら・-くんがどんなになってほしいと恩われま
すか (理想の子ども)。
B項目群(10:項目)
①現在，あなたはどんな母親だと思われますかく現実
の自己)。
②できたらどんな母親になりたいと思われますか(理
懇の自己〕。
それぞれについて4段階評定を行なう。
1.盤理方法
それぞれの項目について，最も Positiveな答えを4
点として得点を与え，わからないという反応には0点を
与える。その得点の合計がそれぞれ現実点，理想点とな
る。
各項目毎の理想と現実とのずれを，その絶対値をとっ
て合計したのが，理想点と現実点との差異点となる。
N.質問紙施行時期
治療群は第1回:昭和45年7月， 第2回:周年12月
(2回施行したのは，約半年おいての変化をみるためで
ある)。
対照霊平は昭和45年7-8月(1回のみ)。
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計 166針 379 52 210 169 日8
対照群の母子関係得点
B項目群
母緩について
No.現実点混想、点差異点
表-3
A項白書草
子どもについて
No.現実点理想点差異点
???
?
??
?， ? 。
?
???
??
??
? ?
????
??????????
?
?
??? ?
??
????
?
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
針 お5 30 
3年の学校群 (1Q 1∞以上， 学力普通)の母子印組lζ
施行し，母親の認知，子どもの陵、知について，それぞれ
比較し関連をみている。筆者は数は6名と少ないが，継
続面接中の男児〈年令は幼稚国から中学1年まで，脳波
異常も含む情緒障害児〉の母親を治療群とし，小学4-
6年の知的優秀児(情緒障害はない)10名の母親を対照
??
??
?
?
??
?
??
?
?
?
??
，?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
??
? ?
????
?
?
???????
??
??
?，????
??
??
369 71 898 
I.治療群と対照欝の比較(1回目の比較，第2・第3
表多照)
1. A項目群について
現実の子どもについての母親の知覚に関しては，治療
霊平と対照群との悶に19ぢの有意水単で差がみられ (Uテ
スト)*，治療群の方が低く評価している。治療群の現実
点の最高点は82，最低点は23で，範囲は591ζ対し，対照
群は最高点89，最低点78，範囲は11ζすぎない。
理想の子どもについての母親の知覚は，両群の問}ζ差
はみられない。治療霊平の理想点の最高点98，最低点81，
範囲はしたがって171C対し，対照霊平の最高点99，最低点
は78で，それほど変らず，範囲は21である。
差異点については，治療霊平は18から59までにわたり，
計192であるが，対照群はOから13までで計71にすぎな
い。両群の聞に 196の有意水準で差がみられ (Uテス
ト)，対照群に比較して， 治療群の方が理想点と現実点
との間のずれが大きし子どもが不適応な状態にあると
母親がみているといえる。
回畑は作製した質問紙を，小学1-3年の来談群(知
能普通，器質的疾患なし〉の母子15組，同じく小学1-
結果と考察
少数伊jのため，ノンパラメ トリッ ク・テス トを適用，倹定はいずれも両銀，IJ検定。
( 16 ) 
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群iζとり，質問紙を実施した。 田畑によれば，現実の子
どもについての母親の知覚は，来談君事の方が学校携にく
らべて低く，本研究の治療群の評価が低いのと同じ結果
がでている。理想点が来談群の方が高いとしているが，
本研究の治療群の方は高くなし差もない。理想点と現
実点との間のずれは，来談群も治療群もともに，対照の
群とくらべて大きいようである。ただ，来談群の子ども
による自分自身の評価は，必ずしも低くなく，母親の知
覚との間にずれがみられるという。筆者は子どもには質
問紙を施行していないので，母子関の知覚のずれについ
ては検討されていない。
本研究の場合，問題行動を示し治療面接をうけている
子どもであるために，現実の子どもの評価は治療翼手の方
がどうしても低くなるのであろう。
各項目別iζ比較すると.Uテストによる検定の結果，
現実の子どもについて，項目7 fおとりっぽいJ.項目
nr何をするにも尻込みするJ.項目13rやらせれば何
でも出来るJ.項目21r安心して見ていられるjで，い
ずれも1%の有意水準で差がみられ，治療群の方が対照
群にくらべて低い評価がなされている。項目 5rしあわ
せそうであるJ.項目10r良い子でちるJ.項目15rいう
乙とを聞くJ.項目16r友だちに仲間はずれiとされるJ.
項目23r友だちが多いJ.項目24f楽しそうであるJで
は. 5 ~彰の有意水準で差がみられ，やはり治療詳の方が
低い評価をしている。
回焔の調査でも，来談群の評価の方が低いのは，項目
7.項目16.項目23.項目24(以上は本研究と一致)の
ほかに項目14r自分の家をいやがっているJであった。
2. B項目群について
現実の自己についての母親の評価は，治療群と対照群
との関Ir.やはり 1%の有意水準で差がみられ (Uテス
ト).治療群は低く見ている。治療詳の現実点の最高点
は31.最低点は11で，範囲は201ζ対し，対照若手は最高点
36.最低点31.範囲は5にすぎない。
理想の自己についての母親の評価は，雨量平の間K差が
ない。治療群の理想点の最高点40.最低点31.範囲は9
に対し，対照群の最高点39.最低点は34で，範閣は5で
ある。
差異点については，治療霊平は5から23までにわたり，
針68であるが，対照群は Oから 8までで計30にすぎな
い。両群の聞に 1%の有意水準で差がみられ (Uテス
ト).対照群と比較して，治療詳の方が理想点と現実点
との間のずれが大きく，適応状態は悪いとみている。
田畑の資料は，母親の自分自身に対する評価で，来談
翼手と学校霊平との間iζ有意差がない乙とを示しており，本
( 17 ) 
研究とは著しく異なっている。乙れは，田畑も述べてい
るように.*談1洋の母親が自分の子どもに対する評価は
低くしていながら，自分自身K対してはそれほど問題を
感じていないためであろう。乙れに対し，治療苦手の母親
は，自分自身にも問題がある乙とを感じているために低
い評価をしていると恩われる。
各項目別Ir比較すると.Uテストによる検定の結果，
現実の自己について，項目5r私は乙の子どもの慈い所
が気になるJ.項目7r私は乙の子どもをわずらわしく
恩うJ，項目9r私はきげんが悪いととの子どもにあた
るjにおいて，いずれも5%の有意水準で差がみられ，
治療群の方が対照群lζくらべ低い評価をしている。
I.治銀事事の1回目と21ID自の比較
1. A項目欝について
現実点は1回目の計349点Ir対し. 2回目の計379点と
増加している。個人別にみると.5Uが2回目の方がわ
ずかに1点低くなったほかは，残りの5人とも増加して
おり，とくに51の増加が著しい。 Tテス トによる検定
の結果.109ぢ水準で有意差ありといえる。乙れは，約半
年経って，母親が少し子どもを好意的Ir見ようとしてき
ているのではないか。
理想点は2回目の計の方が1回目の計よりも9点糟加
しているが.2回目の方が高くなったものと逆Iζ低くな
ったものが，同数の3人ずつであり，有意差はみとめら
れない。
差異点は1回目の計192点に対し. 2回目の計169点と
低くなっている。2回目と1回目が全く同ーはMIの1
人のみで，他の5人はいずれも差異点は2回目の方が小
さくなっている。 Tテストによる検定の結果. 5 ~彰の水
準で有意差ありで，理想点と現実点との聞のずれは小さ
くなっており，母親が子どもは1回目よりも少し適応状
態へむかっているとみているのではないか。
2. B項目群について
2回目の現実の自己の評価の方が. 1回自にくらべ合
計点で増加しているが，個人別にみると，増加している
のが5Uと51の2人のみで，あとの4人はかえって減
少している。
理想点は2回目の計の方が1回目の計よりも3点低く
なっている。個人別にみると，増加したもの，減少した
もの，増減なしがすべて同数の2人ずつである。
差異点は1回目の針68点に対し.2回目の計52点と低
くなっており.2回目の方が治加しているのはNAの1
人のみで，他の5人はいずれも減少している。
これらの現実点，理想点，差異点いずれも1回目と2
回目の間には，有意差はみとめられない。
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1.質問項目に対する個人の反応について
治療群において，現実の子どもについて，一番低い評
価点を与えているのは，第1回，第2回とも S1であ
り，一番高いのは1・2固ともNAである。現実の母親
についても，やはり 1・2回とも，一番高い評価を与え
ているのがNAで， 1回目で一番低いのがS1である。
とくにS1は， Iわからない」という答えをしていると
とが多く，そのためO点が多く与えられるととになる。
A項目群では，1・2固ともO点の項目が現実の子ども
についてみられ， 1回目25項目のうち，実に12項目も，
2回目は4項白であった。そして1・2回共通してO点
の項目は3つあり，項目51しあわせそうであるj，項目
12 r友だちに人気があるj，項目24i楽しそうである」で
あった。 B項目若手でも， 1回目，現実の自己について，
10項目のうち5項目までO点であり，理想の自己につい
ても 1項目O点で，現実，理想とも項目10r私は乙の子
どもの味方であるj1<:対しての反応は，共通して「わか
らない」であったが， 2回目は現実，理想とも「わから
ないJの答えは示していない。 S1のほかにも，治療
霊平，対照群i己1項目でも 「わからない」すなわちO点の
反応を示したものがいるが，それは第4表lζ示すとおり
である。
表-4 質問1項目でもO点の人数
治 療 群 |対照群
1回目 2回目
A項目群
重 学
が気になる」でO点を示している。 NIは現実の子ども
の評価の2回目で，項目 6I人に信用される」でO点を
示している。対照群の中にも，現実の子どもの評価にお
いて， 3人が1項目ずつO点を示した。
しかしながら， S 1の母親が子どもならびに自己の評
価において，とくに1回目「わからない」という反応を
多く示している ζとは，どのような理由・意味があるの
であろうか。子どもが本当に理解できにくいのであろう
か。それとも理解できにくい特性を子どもがもっている
からであろうか。それと関連して，子どもとの関係にお
いて，母親自身どのような状態にあるのかがつかめない
のであろうか。それらを防衛するととなく正直に表明し
た結果が質問紙への反応としてあらわれてきたのであろ
うか。それとも，防衛しようとして，わからないと答え
たのであろうか。
乙ζIC，本報告の第二部として， S 1の治療過程につ
いて，事例報告の形でまとめたいと考える。
事例報告
S 1 :小学1年生，男児
主訴:落ちつきがなく，授業中，奇声を発したり，う
ろうろ歩きまわる。特定の子どもをいじめる。会話はし
にくく，おうむ返しがある。また同じζとを何度も繰返
して言う。暦に興味があり，月 日をいえば何耀日か即座
1<:言える。
S区の家庭児童相談室へ約1年半遜っていたが，心理
治療の必要ありとのことで，当大学の児童相談室へ紹介
されてきた。
現実の子ども 2人(討) 3人(!y) 3人 家族は両親のほか1才の弟がいる。
児童相談所の診断によれば，出産時の脳損傷の後遺症
理想の子ども 1人(SU) 0人 0人 で，現在のと乙ろ，ちえ遅れを示しているが，親子関係
B項目群
の改善と本児の遊戯治療を行なう乙とにより，精神的成
長が期待しうるとの乙とである。
0人 0人 昭和45年4月より約1年間，週1回を原則として，母
理怒の自己 1人(S1) 1人(SU) O人 類にはカウンセリング，子どもには遊戯療法を同時に行
SUはA項目群で，1・2回目ともO点を示している
が，その項目はずっとS1 にくらべて少なく，現実の予
どもの評価で，項目12r友だちに人気があるj，項目16
「友だちに仲間はずれにされる」がO点なのは，子ども
が登校拒否で学校へ行っていない乙とを考えれば，当然
の反応といえよう。そのほか，理想の子どもについて，
1回目，項目19r意地悪であるj，B項目群の理想の自
己について，2回目，項目 5r私はこの子どもの悪い所
( 18 ) 
なった。
昭和46年3月末，転居のため，以後月 1回を原則とし
て現在継続中。
母親のカウンセラー:丹下庄一
子どものセラピスト:福田計子(以下の文章で Thと
暮す)
母親との面接の過程においては，子どもの自立を妨げ
るような支配的な過保護の自分であった乙と，ただ子ど
もを叱りつけるだけで子どもの気持を理解しようとする
心の余裕もなかったこと，しかし，現在は，何とか乙の
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子どもを十分成長させて，他の子どもの中に入っても一
緒にやっていけるようにしてやりたいと考えている。子
どもの気持も幾分わかるようになってきたし，叱りつけ
るだけでなしあたたかく見守って行乙うとする自分に
もなってきて，主人とも話しあい協力してやってい乙う
と思うと述べ，母殺の態度に望ましい変化があらわれて
きている。以下，初回より転居までの35回の遊戯治療面
接に焦点をしぼって報告する。
遊戯治療過程
第I期(1回~第16回)
(第1回~第3回)
Play:プレイルームへ入ると， 早速， 電車を走らせ
るが，落着かない犠子で次々と関心、が移っていく。何か
大人びた分別くさい表情で，行動ILも活発さが感じられ
ない。遊びながら，独5吾のような調子で，いろいろ話を
するが，一つの話を言い終らないうちに次の話IC移り，
その間の関連がないのでわかりにくい。 ThILは， 殆ん
ど関心を示さず. Thの顔を見る乙とはまれである。
ミニカーを砂の上iζ走らせ. r雪でな，自動車がtJJか
へんJ.r雪でぬれちゃった」とミニカ{を砂の中へめり
乙ませる。 r雪でつ まった，雪つ まった，行きづまっ
た」などと酒迄のようなζとも言う。(第1回)
箱庭の砂iζ水を入れて池を作り，人形や道路標滋を投
げ入れる。手や人形が汚れる乙とを気lζし. r汚れちゃ
ったJと何度も言う。人形を洗つては. rもう死ねJ.
「ごめんね，ネコJと言いながら，人形を池の中に入れ
るという乙とを繰返す。(第2回)
回を重ねるにつれて， 独語のような話は減少し. Th 
lζ 「先生のおうちどと?J. r子どもおる?J. rおじいさ
んは?おばあさんは?Jと矢つぎぱゃに尋ねたり，玩具
の名前を次々に尋ねたりする。食堂どっ乙をして.Th 
kカレーライスを食べさせる。 また. r行乙う/ハイキ
ングIL/ ・3人そろってハイキングjと自作の歌を高ら
かiζ歌いながら，車lζ人形のケロヨ ンやもぐらとおまわ
りさんを乗せて，ハイキングIL行き，遊びを楽しむ。
Th IC rケロヨン，なんで乗ってる?J. rさあ，なんで
?JとTh.r乗らなんだら，ハイキンク1ζ行かれへんJ
とThをからかうようなζとを言う。ハイキングの途中
で，衝突や火事の話がとび出す。 く第3回)
考察..初回では休みなく話をしたり，遊んだりする
が，初対面のThlζは，殆んど直接的な関心を示さな
い。 r雪で行きづまった」と何か自分の思うように動け
ないことを表現しているかのようである。しかし，回を
mねるにつれて，緊張もとけ，質問という形で Thへの
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働きかけを始めている。何とかThlζ接近したいという
気持と，いやというほど質問して，それでも答えてくれ
る人かどうかをためしていると乙ろもあると恩われる。
自分がThlζ受け容れられるζとがわかったのか，ハイ
キングの遊びなど，表現が~かになってきたようであ
る。しかし，そのなかに，死・火事・衝突など，何か象
徴的な意味をのぞかせるものが出現し始めている。
(第4回~第9回)
Play :集中して遊ぶ時間が少し長くなる。遊びなが
ら，たまに笑い声をたてる ζとはあるが，顔ではあまり
笑わず，かたい表情をしている。
プラスティ ックの容器IL水を入れて，プーJレを作り，
ミニカー ・救急車などを沈める。また，ケロヨ ン・おま
わりさん ・おじいさん・おばあさんなどの人形をプール
に投げ入れ. rケロヨ ンたちが入ってしまいますJ.r死
んじゃった。ハイキングに行けなくなっちゃった」など
と言う。人形を何度も水から出して，また詑める。砂場
lζ埋める乙ともあり，また掘り出してはプールIL入れ
る。 (第4回~第6回)
ケロ ヨンがおまわりさんをコップに入れ，さらにコ γ
プからプールIC投げ入れてやっつけたり，その反対にケ
ロヨンがやっつけられたりする。(第5回)
ケロ ヨンとおまわりさんを. rハイキングに行けなく
なったから埋めるねん。死んじゃうねんJと砂場ILJ.
め，そのそばに木を2本植える。 Thlζも2本の木を植
えさせる。(第7回)
「ぷっつけられて，もうあの人死ぬ?Jなどと言いな
がら，レーシングカーを両手にもって衝突させる。(第
4回)
7l<でぬれた自動車とケロヨンIC. 砂場で砂をかけ，
「雪の:ijiJや「雪男」になると言う。しんしんと雪が降
り，それが積ってキラキラ光る雪の事になっていくさま
を，ありありと空想しながら遊んでいる綾子である。雪
男になったケロヨンは. r今度は雪だるまになるのJと
言って.Jt、をかけて山の形にし，上からお皿をかぶせ
て，そばに鉛筆を立てる。(第6回)
Thに「食べてなあJ.rスープをもって来たるわJと
いろいろなど馳走を作って食べさせる。乙れは第35回ま
で，ほほ毎回出てくる遊びである。 Thへの質問も続
く。 r何とし?Jと干支を聞き， ζれに対してTh-が閲
き返すと， 自分の干支を答える。
しかし，乙の時期は全般に元気がなく，上記のようえE
遊びをひとしきりすると，一段落ついたためか.rまだ
時間は?Jと時聞を気tとして，早く帰りたがる乙とが多
い。残り時間は，水道の栓をゆるめたり締めたりするな
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ど時間つぶし的IC過ごす。
考察 :ζれまであまり表現していなかった攻撃性
を，一度IC出してきた感じである。人形を殺してはまた
出してきで，また殺すというように，何度も何度も繰返
す。
遊びながら彼独自の空悠の世界が，頭の中で展開され
ていくようだが.Th Iとはわかりにくい。自分ひとりだ
けの世界で遊んでいる感じがする。
「死んじゃうj.r火事で燃えてしまうj.rハイキング
に行けない」という風K行き止まって進展しない。どう
にもならない，けれども何とかなってほしいという気持
が木を綴えたり，鉛筆を立てたりする行動に感じられ
る。
(第10回~第16回〉
Play :前の時期よりも元気になり， 活発さが感じら
れるようになる。笑い声をたてる乙とが多くなり，かな
り熱中して遊べるようにもなる。
背色の自動車と赤色の自動車が衝突して，火事が起乙
ったと言う。 r乙れは大変/j.rヒャ .ー'"Jとか言いな
がら，激しい勢いで水をかける。飛び散る水しぶきとメ
ラメラと燃え上がる情景を空想しているようである。
(第10回)
大きな乗って動かせる自動車に砂を投げつけ，水を容
器一杯にしてぶつかける。そして「ぼく乗られへん」と
言う。(第11回)
怪獣と飛行機を衝突させる。(第12回)
プールに道路標識を投げζむ。特Iζ シェJレのマーク
(ガソリンスタンドの標識)が気に入っており，おばあ
さんやケロヨンとけんかをさせる。 rおばあさんがシェ
ルのマークをやっつけてんJ.rヱ イー/j.r痛いね，シ
ェルのマークJなどと言いながら，何度も標識や人形を
プーJレに投げ乙む。けんかはやっつけたり，やられたり
で，勝負は常に五分五分であるO~ (第13回)
空想の怪獣ピックアップス(本児の創造物)が電車を
倒したり，また別の怪獣にやっつけられたりするという
話もする。(第四回)
「手を洗って来なさいj.r水を飲んで下さいJとTh
IL:指示する。また，神様lζ億話をすると言って.Thに
電話をかける。 r神さん/J.rはい，神さんですが」と
Thが神様になって返事をすると笑う。 しかし，すぐ
「さようなら」と言って官童話を切ってしまう。 (第11回)
毎回のように，神様やまんまんさん(仏縁)IL:御飯を
供える。
質問は比較的少ないが. Thの自宅へどう行けばよい
か，その道順を詳しく尋ねる。(第11回〉
意 学
考察:前の時期より出てきた攻撃的な遊びが，手をか
え品をかえ繰返される感じである。遊びの表現も多彩と
なり，また大きな自動車iζ砂と水をかけるなど，大胆な
表現も出来るようになる。本児はζういう遊びを楽しん
でいるようで. Thが「アッ，またシェJレのマークがや
られたね」と言うと，自分の気持にぴったりするのか，
愉快そうな笑い声を何度もたてる。自分ひとりの世界で
遊んでいるというよりも. Thと一緒IL:楽しんでいると
いう感じが強い。 Thの顔を直視する ζとも多くなり，
Thとの関係、は深まりつつある。神様や仏機へ御飯を供
える遊びは，家庭で母親がしているととの莫似と思われ
る。
'匝I期 (第17回~第23回)
Play: Thの顔を見ると，喜んでとんで来る。落ちつ
きも以前にくらべ憎してきでいる。第u羽は遊びが中心
であったが，乙の時期IL:は. Thと話をする乙とにかな
りの時間を費すようになった。 tζ乙iとζとThlζ笑いか
けながら一所懸命に話をする。砂をさわるなど手遊びを
しながらの乙とが多いが，ときには，机をはさんで対面
して話をする乙ともある。
本児と同じ家族構成のシェルのマークの一室長の話，お
父さんが銀行へ行き，お母さんは御飯をつくり，シエJレ
のマークは学校へ行くと言う。お母さんは死んで，シェ
Jレのマークがお墓へ行き，次のお母さんが来るという
話。シェルのマークが桃太郎さんになって活躍する話。
お正月・ひなまつり ・豆まきなど年中行事の話。干支の
話。暦の話. r今日はうさぎの日」など何回が何の日か
よく覚えている。
遊びの方は，ミニカーにバケツの水をかけて，その勢
いでミニカーを動かし，砂場iと「転落jさせるのが気に
入っている。転落すると，運転手が死IL:.みんなが乗れ
なくなると言う。転落した車を砂場に埋め，また出して
洗っては，転落を繰返す。
転落した車を埋めてその上へ山をつくり，山の上ICバ
ケツをかぶせて押していたとき，偶然にバケツをとる
と，砂がケーキのような形になるのを発見する。お誕生
日のケーキだと言って喜ぶ。ハッピーパースデーの歌を
うたい，お皿にとってThlζ食べさせたり，自分で食べ
たりする。乙のケーキをお母さんにあげると震い，面接
室まで持って行く。そして「お母さん，食べたかなあJ
とThlζ言ラ。(第22回)
はじめて熊の人形をもち出し. Thlζ 「はい，抱っζ
Jと言って抱かせる。赤ちゃんに食べさせると雷い，ど
馳走をつくって. Th IL:食べさせる。(第四回)
友だちの諾も出てきて.00君をいじめた乙と，友だ
〈却)
丹下・福岡:児童心理療法の研究(2) -2ω-
ちに送ってもらったととなどを話したり，転落するミニ
カーに，それぞれ友だちのxx君のお父さんが乗ってい
ると説明したりする。担任のS先生の話も登場し. rs 
先生死んでんJとかS先生が病気になったという話が多
い。また，来談した日の乙とをよく覚えており.r 4月
28日IC来て次は何月何回…..Jと10月まで思い出したり
する。
考祭 :言葉による自己表現がかなりスムーズになって
きて， Thとの対話を好むようになってきた。話の内容
よりも，とにかく ThIC話を聞いてもらう ζとに意味が
あるようだ。
シヱJレのマークという空想の人物が登場するが，シェ
ルのマークにたくして自分自身や翠想の自分を語ってい
るようである。
母親から本児が甘えるようになってきたという報告が
あるが，母親へケーキをもって行くなど， ζのあたりか
ら母親との関係にも変化が起乙りつつあるといえよう。
友だちゃ担任の先生の話が登場するが，s先生は本児
のセラピイを見学され，セラピイ場面の本児が学校での
様子と大いにちがうのに驚かれた。それから努めて本児
IC話しかけるようになったので.学校においても，本児
iととり意味のある人間関係ができつつあるようだ。
..期(第24図~第35回)
(第24回~第28回)
Play: Th IC r参観に来てなJと言う。どうしても来
てほしい様子である。(第24回〉
ほぼ毎回，怪獣・蛇・タイガーマスクなどを一対ーで
対戦させる。プールiζ投げ入れたり，砂場へ投げつけた
りして，相手をやっつけるが，体についた砂を洗い流す
と，傷がなおって元気になり，対戦を繰返す。タイガー
マスクがやや優勢であるが，やっつけられる乙ともあ
る。
転落したパスについた砂を，r傷がとれた，Iまら乗れ
るの」と言って洗い流し，浜寺へ遠足IC出かける。 rた
くさんお友だちが乗ってるねん。遠足IC行って来まあす
/J。映画を見たり，お弁当を食べたり，汽車IC乗った
りして帰る。(第24回〉
プレイルームの床iζ箱庭のような公留をつくったり，
ガソリンスタン ドの人になり. rいらっしゃいませJ.
「ありがとうございました」と次々にミニカーにガソリ
ンを入れる。(第25回)
y (本児の名前)のおまわり さんがはじめて登場す
る。乙れは前lζよく使っていたおまわりさんとは別で，
二倍ぐらいの大きさの貯金箱の人形である。友だちゃs
先生も人形で登場し，みんなで社会見学に行く。それぞ
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れの人形にお父さんと称して小さい人形をそえる。(第
28回)
Yのおまわりさんは病気の友だちを救急車に乗せて病
院に運んだりする。(第?:l回)
考察 :Thlζ参観IC来てほしいと要求する。乙れは本
児なりに立派に送れるようになった学校生活を Thに
見てもらい，ほめてほしかったようである。 Thが重参観
日i乙学校へ行くと，大へん喜び，友だちに「おねえちゃ
んJと言ってThを紹介する。授業中，手を上げて国語
の教科書を読んだり， 発表したりする。しかし，授業中
にもかかわらず，勝手に席をたって先生のととろへ行
き，話しかけるなど，まだ十分集団生活iζ適応するとこ
ろまではいたっていない様子である。
遠足や社会見学の遊びは，長い間「ハイキングに行け
ないJと強調していたのが，ょうやく，今になって行け
るようになったという感じがする。
また，箱庭をつくるなど創造的な動きも出始めてい
る。 ryのおまわりさんJというのは本児の自我像であ
ろうが，それをはっきりと表現できる段階になったとい
えよう。
お父さんがよく登場するが，日常生活においても，お
父さんと一緒IC寝るのを本児が喜んでいるという母親の
報告がある。
(第29回~第35回〉
Play:怪獣の玩具をあるだけ全部砂場に投げとんでか
ら，遊びが始まる。今日はS先生がお休みだったとのこ
とで， s先生の人形を寝かせ薬をのませる。死んだ怪獣
や蛇にも薬をのませて生き返らせ，けんかをさせる。赤
ちゃんの抱き人形を大事そうに抱き， ミJレクをあげると
言う。乙の赤ちゃんは本児のおなかから生れたのだと説
明する。畳の上で赤ちゃんと相撲をとり，どちらも乙ろ
ぷ。(第29回)
乙の後，毎回赤ちゃんを大切に抱いてかわいがる。
Th IC r先生のうち赤ちゃんいる?J， rいつ結媛する
の?J (第30回)r先生，赤ちゃんいつほしい?J (第32
回)など聞き， Thlζも早く赤ちゃんが生れてほしい綴
子である。カール人形lζミルクをのませた後，擦にして
お風呂に入れる乙ともある。(第32回)
一方，赤ちゃんやカール人形を大切にするのとは対照
的に，非常に攻態的な遊びを繰返し展開する。 00さん
という女の子の人形を， rお前jを殺してやるJ.rお前は
もう死んでしまえ」と爽剣な表情で呪いながら，激しく
鎖でたたきつけて殺し，首を鎖でまきつける。 r鎖は絶
対に離れない」と宣言して，プーJレの中へ入れる。木の
箱を見つけて棺にし，その中へ縛った人形を入れて砂場
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に埋め山をつくる。 rもう死んだから出てとんわj，rも
うだあれとも遊べないJと喜ばしげであるが，悲しみの
響きを乙めて言う。そ乙へ坊さん(紺色の服を着た人
形)が来て， rマン7 ン・-…」とお経をあげる。 rぼく
はまだ死なへんj，rぼくはまだ生きている」と強調す
る。ときどき人形を掘り出したり，病院へ連れて行く話
もするが，結局は樫ったままで終りとなる。(第32回)
S先生の人形を同じように棺へ入れて埋める乙ともあ
る。 jS先生なんか死ね，パカ，パカJと言う。しかし，
rs先生，お嫁さんになるんだJと言い，結緩行進曲を
うたいながら， s先生を掘り出し， rさようなら，結婚
式に行ってらっしゃいjとryのおまわりさんjと一緒
にプレイルームの隅?とあるドアつきの部屋の中へ入れ
る。(第33回)
「ロボット星人つくろJとプロックで20caぐらいの人
の形lζ近いものをつくる。このロボット星人は悪者怪獣
をやっつけたり，反対にやっつけられたりする。やら
れると， rロボット星人は泣きそうです。あばれそうで
す」と言う。そのとき， ["yのおまわりさん」が登場し，
「しっかりしろ，駄目だ」と叱ったり，勝っと「ロポッ
ト星人よくやったj，["やっぱり強い， 頑張れ!とはげ
ます。(第34回)
また，プレイ室の外の広場で，本児がウJレトラマンに
なり，怪獣に扮した Thと押し相撲をして，コンクリー
トの台から Thをおとす。かなり強い力を出す。この場
合，いつも本児が勝ち，ご機嫌である。(第31回~第34
回)
第35回には，プールをつくり，人形を少し泳がせるが，
「プールはもう秋が来るので終りJとさかんに言う。
考察:攻撃的な遊びをやるだけやったという感じであ
る。乙れは何度も繰返して行なうが，女の子の人形を棺
の中へ入れて埋めるという劇的な遊びでは，生き返らず
結局埋ったままで終る。 Thとの押し相撲も， Thが勝
つζ とを許さない。やっつけなければならないものは，
すべてやっつけようとしているといえよう。
攻撃的な遊びの一方では，赤ちゃん人形やカーJレ人形
をかわいがるが，本児のおなかから生れたという赤ちゃ
んを，大切に育てていきたいというのは，本児の新しい
生き方の表現と思われる。
しかし，現実との斗いの中でやっつけられる辛い気持
は，ロボット星人を通して， rロボッ卜星人は泣きそう
です。あばれそうです」という言葉に表現されている。
けれども， rしっかりしろj，r頑張れ」と自分を自分自
身ではげましており，カを出そうと努力しているのが感
じられる。
童
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学
S先生の死や結婚というのも，本児が転居のため，先
生と別れていく乙とをあらわしているとも恩われる。
「プールはもう秋が来るのでおしまい」という本児の
言葉IC，セラピイの一応の終結を語っていると感じ，
Thから引越しの話をもち出す。本児も転居の乙と，セ
ラピイが今後月一固になるととをよく了解しており，す
でに心の準備ができていることが感じられる。
その後の経過
本児にとっては，騒音・公害・交通の激しい都会より
も，田舎の方でのびのびと生活する方がよいのではない
かという両親の希望により転居・転校した。環境が変わ
るζとにより，本児がどのような変化を示すか，一抹
の不安と期待がもたれた。しかし月に一度来談する本児
は，川遊びで日焼けし，元気で生き生きしており，健康
な普通の小学生の感じである。転校先の学校でも，二時
間ぐらいは，落ちついて授業が受けられるようになり，
友だちもできているという。
また昭和46年の6月に，来談の途中，土砂崩れによる
交通事故のため，立ち通しで満員電車1:一時間も乗った
が，騒ぎもせず，おとなしく乗っており，同伴の父親が
本児を見直したという報告もある。
しかし，そのときの体験がよほど辛かったためか，あ
るいは本児自身もう大丈夫という気持のためか，本児の
方から終結の希望が出ている。 Thとしては，安心して
本児の今後の成長を信じる乙とができる状態であるが，
両親の希望もあり，今しばらく様子を見ていく乙とにな
っている。
考 察
1 .本児の遊びについて
乙の事例の特長の一つは，遊戯治療の中で象徴的な意
味を感じさせる遊びを，次々と展開したととである。
河合引は， ["遊戯療法の場面においては，子どもの遊
びのなかに，子どもの内的世界の生き生きとした表現を
見出す乙とができる。そして，子どもの行動をたんなる
遊びとしてみずに，それを心像の表現とみることによっ
て(中略)子どもの遊びはだんだんと意義深いものとな
り，その過程のなかに一貫したテーマを見出す乙ともで
きるJと述べている6
今日，箱庭療法においては，箱庭iζ表現されたものの
意味を，ユンクeの心理学を中心にみていくととが一般的
である。本児の遊びにも，そういう見方をした方が説明
をつけやすいものがいくつかある。
35固にわたる面接で殆んど毎回あらわれたのは，自動
車・人形・怪獣などいろいろなものを，いろいろな方法
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でやっつけて殺し，それから，また砂から掘り出して，
水で洗ったり，業をのませたりして再生させる遊びであ
る。お墓iζ木を纏えたり，お基がケーキになったりする
のも，一種の再生であろう。 ζれはユングのいう死と再
生のテーマと考えられる。自分のいやな函，周囲のいや
な函を殺してしまって，新しい自分になりたいという気
持の表現であろうか。それを毎回毎回繰返さねばならな
いほど，本児にとって，それは大変な仕事であり，徐々
に成し遂げていったのであろう。終りの頃IC展開された
女の子の人形を殺して棺に埋める遊びは，最も激しく何
かとどめをさしているという感じがするが，そのように
して，古い自我を殺しながら，一方で，赤ちゃんの誕生
という出生のテー7 が展開されていく。自分で「ぼくの
おなかから生れた」と言って，かわいがる赤ちゃんは新
しく生れた自我の象徴であろう。
しかし，死と再生という象徴的な体験をして，本児が
変化し成長していくためには，相当のエネルギー が必要
であったようで，毎回のように，ご馳走をつくって Th
に食べさせたり，Thと二人でお酒を飯んだり， ミニカ
ーにガソリンを入れる遊びなど，本児自身エネルギーを
補給している。また，お基lζ値える木をThlζも半分植
えさせたり，赤ちゃんを Thlζ抱かせたり，ボーJレを投
げてくるなど，Th ICS吾りかけ，援助を求めていると思
われると乙ろもある。
本児はほぼ毎回のように， Thの家族の乙と，どんな
人がいるのか?， 名前は?，誕生日は?， 干支は?，と
尋ねる。本児ICとって家族との関係、はうまくいきにくい
ものであっただけに，かえって家族IL対する関心はそれ
だけ強いようである。後半から，シェルのマークの一家
の話， 架空の友だちxx君の一家の話などが出てくる
が，理想の家族を諮っているような感じである。
シエノレのマークを繰返しゃっつけるが，貝は女性一母
親を恩わせる。乙れまでの自分にとって，いやな母親を
やっつけようとしたのかも知れない。その後で， rお母
さんが死んで，次のお母さんがくる」と言うが，本児の
母親IC対する気持も次第に変わって，母子関係は改善さ
れていったと号、われる。
後半，お父さんもよく盛場するようになる。男性的な
強さを求めている面もあるし，また父親を皇霊場させるこ
とが出来た時点で，父子関係も改善されてきたと思われ
る。
しかしながら，乙のような遊びの意味を Thが常に把
握しながら，セラピイを行なってきたわけではない。む
しろ，Thが何か象徴的なものを淡然と感じたり，わか
らぬままに感動したりしながら，夢中でセラピイを続け
(お 〉
てきている。 Thが経験も少なく未熟な ζともあった
が，遊びの象徴的意味は，毎回の面接を震ねて， 過程の
流れをみて，はじめてわかるものであろう。
本児にとっては，乙のような遊びの意味をThIC解釈
的lζ理解される乙とよりも，とにかく，Thの前である
いはThとともに展開していく遊びを通じて，内的世界
を表現する場をもった乙と。 さらに，その遊びの一つ一
つをていねいに理解し対応しようとするThIL助けられ
て表現をすすめていったζとが，重要な意味をもってい
たのではなかろうか。
1.本兇との治療関係について
第 I期
初回では，初対面の Thへの防衛と緊張のためか， 本
児はひとりだけの世界で遊んでいる。 Thが何とか近づ
ζうと遊びに手を出すと，Thの手を払いのける。 Th
iま仕方なく，そばで本児を見ており，本児の話の理解で
きると乙ろを繰返し言って確めている。終り頃になっ
て，Th Iζ 「ガソリンて何?J， rビニーJレて何?Jと少
し諮問するような，強いひややかな調子で尋ねるように
なった。 Thはややとまどいながらも答えている。
第2固には，本児はThが一緒IL遊ぶ乙とをうけ入れ
るようになり，ともにどろん乙遊びを楽しむ。
第3回は，質問を次々にしたり， Thlζご馳走を食べ
させるなど，本児からの働きかけが強くなる。 Thはひ
とつひとつ質問IC答えたり，ど馳走を「おいしいわ」と
言って食べる。また，Thを「先生/Jと呼びかけるよ
うになり，との回で一応のラポートは形成されたといえ
る。
その後は，本児は Thの顔を見ると， うれしそうにし
て，手をつないでプレイルームへ行くようになる。 Th
ICさまざまな質問をし，Thからの問いかけにも答える
乙とが多くなった。 Thとのコミュニケーションは少し
ずつ可能に忽ってきたといえる。
しかし，遊びiζ熱中し始めると，本児ひとりの世界で
遊んでいて. Thは入りにくさを!感じる。 Thは本児の
気持をつかもうとするが，っかめず，本児の言葉をくり
返したり. rケロヨンが投げられちゃいました」と本児
の遊びの解説をしたりするより他はなく，ぎζちなさを
感じ，本児iCも伝わりにくいのではないかと思う。本児
の方も，すぐ「死んじゃったJと行き止まって動けない
感じである。
第10回以後になると，次第に本児はThとともに遊び
を楽しむようになる。シェルのマークをやっつけなが
ら， rシェルのマークがぬれちゃったjと言う。乙れに
対して，rうん，ぬれちゃったねえ，シェルの7ークは
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惑いやつなの?Jと言う Thの言葉1(，笑い声をたてて
喜ぶ。ヌド児と Thの距離は絡まりつつあるのを感じる。
第E期
Thと話をするのが楽しくてたまらない様子で，一所
懸命話をする。 Thは本児の話をいちいち確めながら聞
いている。ときどき" iピックアップスて何よ1.Jなど
と一寸ふざけて尋ねるとa喜んで次々に話をする。
「ケーキ食べといてなJ，Jたきζみど絞っくったげ，る
わな」と親しみをζめて語りかけるzζ とも多い。
Thも本児とともに二人でいるといラ実感主事ぴを感
じるようになった。
しかし， Thが本児の気持をもうひとつわかっていな
いための失敗もある。シェルのマークの首がとれたの
を，また遊ぷだろうと思って， Thが修理しておく・と，
「何で治ったん?Jと聞く。本児としては，折角やっつ
けて，スγとしていたのに，また首がついていて不満だ
ったのであろう。
本児は自分がした乙とを， i先生 (Thの乙と)が学
校でお友だちをいじめるの，Ji先生，大丸{百貨庖の名
前)へ行ったでしょう ?Jという風に表現する乙とがあ
る。また，担任のS先生とThを混同していると思われ
る話があり， r乙の先生?Jと尋ねると， rs先生」と
言ったりする。本児はS先生にも親しみをもつようにな
ってきており，s先生iζ対する感情と Thへの感情が，
年頃も同じくらいの間性という こともあって，重なりあ
っているようだ。
第IlUI
「参銭iζ来てなjという本児の要求lζ，Th はややと
まどうが，行くととにした。本児は大へん喜び，張切っ
ていたが，次の面接のときには参観の話に触れずに，そ
の次の面接のときに言う。本児にしてみれば， Thの方
から何か言ってもらいたかったのであろうが， Thの方
は，本児の表面iζ出ない要求を感じとれずに見過してし
まった。
Thとの対話は益々スムーズで，Thの言葉にいちい
ち， iうん」とうなずいたり， Thがわかりにくそうに
すると，もう一度くり返して言うなど， Th!と正しく伝
わったかどうか，注意しながら話すようになった。ま
た，一寸甘えた調子で， r先生/Jと何度も呼びかける
ととがある。
Thが蛇をもっていた本児1(，蛇でけんかをしかける
と，喜ぶがすぐとわがって，蛇を投げすて埋めてしま
う。別の面接で，本児の方から相撲をしようと言うが，
本児は自分からすすんで負けてしまう。次iと， Thがプ
レイ室の外で追いかけっ乙をしかけると，はじめは乙わ
童
，( 24 ) 
学
そうにしているが，そのうち気に入り，本児がウルトラ
マンや王様になって，怪獣になったThと，頭と頭を乙
つつんこさせ，両手で取組みあいをした後， Thをコン
クリ トーの台から下へおとす。乙の遊びはいつも本児が
勝ち，実に楽しそうである。本児にとって，Thは甘え
の対象であるとともに，ある意味では攻撃の対象でもあ
るようだ。
終りの時間がきても，本児は「まだ遊びたいんだも
んJなどと言って，帰りたがらないことがあったが，
Thの方も本児との別れ!Cくさを感じることがあった。
1.セラピス ト自身の体験について
本児は，Thにとって最初にうけもった事例であるた
め，本児の治療過緩は同時に Thの成長過程でもある。
(第1回~第9回)
初回では，はじめてのζとで非常に緊張していた。講
義で聞いたり，本で読んだりして，セラピストとはとう
あるものというイメージをもっていたが，いざ本児を前
にしてみると，本児が何をやり出すのか，何を言い出す
のかと不安定な気持で見守り，夢中で本児についていく
のが精一杯であったのぎこちなく何とも頼りないセラピ
イであった。
第2由lとは，本児が喜んで来談したととで，気をよく
し，かなり楽な気持で少しは本児とともに遊ぶ余裕もで
てきた。
しかし，その後も本児の行動が理解しにくく，何故本
児は同じようなととばかり言うのであろうか，いったい
何を思ってa こんな遊びをするのだろうかと考え乙むと
とが多く，結局わかbない，したがってかわいくもない
と，やや拒否的な気持ももっていた。それでも，Thと
して本児の気持や行動を受け容れ，明確』とする必要があ
るという観念があり， 一所懸命，本児の気持をつかもう
とするが，さっぱりわからず，本児にかける言葉も表面
的で空しく感じられた。
一方では，矩否的な気持をもちながらも， -方では何
とか本児にかかわりをもとうとしている自分自身に，気
付く余裕もなかったというのが真実かもしれない。
(第四回~第16@l)
本児が非常に Thとの人間関係を求めていることを他
の人から指摘され，拒否的な気持は減少してきた。ま
た，担任の先生や児童相談所から本児の現状について連
絡があり，自分がセラピストとして本児を何とかしなけ
ればという気持が強くなった。セラピイへの意欲をもや
すが，張切りすぎたり，責任を重く感じすぎたりして，
あせったり，うまくいかないとイライラしたりした。
しかしながら，セラピイの場面では，本児にも慣れ，
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本児への諮りかけが割合にぴったりと伝わっていくのが
感じられるようになった。
(第17回~第26回)
あせる気持は自然に消えていき，一所懸命誇りかけて
くる本児の話を，じっくり関乙うという気持になった。
に乙に乙と目を輝かせて話す本児がかわいく感じられる
ようになった。二人で一緒にいるという実感ももてるよ
うになった。
また，セラピストとはとうあるべきものという観念Ir
とらわれる乙とが減少し，それまでの本児の言った乙と
を反射したり，行動を受け容れるだ砂という受身約な姿
勢から，そのときの気持のままに，より積極的に働きか
ける乙ともできるようになった。
〈第27回~第35回)
本児の遊びが次第に変化してきたととで，漠然とでは
あるが，本児が変化し成長しつつある乙とを感じるよう
になった。本児が変わったというととで，益々本児への
愛着は深まっていった。
本児Iζ追いかけっとや相僕をしかけるなどのととも自
然な感じででき，またそれに力強く答えて，Thと直接
iとぶつかりあえるようになった本児が頼もしく思えた。
第35回Irは，乙れから本児が転居し，環境が変わる乙
とに少し不安を感じたが，月一回の面接の最初のとき，
非常ir生き生きと元気な本児を見て，すっかり安心する
乙とができた。
Thの変化は，時期的Irも本児の変化とほぼ一致して
いるように恩われる。
Thの不安定な時期は，本児も大きな変化はないが，
Thが安定した時点で，ヌド児も生き生きとしはじめ，
Thが緩かく受けとめられるようになった時点で，本児
は大きく変化していったように恩われる。
また，反対に Thは本児にひっぱられている面も多
い。本児の Thへ向けられる気持が強まるにつれて，
Thも本児への愛着が増し，関係は深まり進展していっ
たと恩われる。
要 約
治療面接中の母親が現実の子ども，理想の子ども，現
実の自己，理想の自己について，どのような見方をして
いるかを検討しようとした。
対照若手の母親と比較したととろ，現実の子ども，現実
の自己について，有意差をもって低く宮平価していた。ま
た差異点も有意差をもって大きく，理想と現実とのずれ
が大きいので，適応状態も惑いと恩われる。
治療群だけについて，質問紙そ2団施行したところ，
( 25 ) 
2回目(1回目より約半年後)の方が，現実の子どもを
有意差をもって好意的ir見るようになり，子どもの理想
と現実との差異点も有意に減少し，ずれは1回目よりも
小さく適応の方へむかいつつあると母親は見ているよう
である。
自己についての知覚は1回目にくらべ有意な変化はみ
られなかった。
母子関係の質問紙に対し，わからないという答えをと
くに多く示し， 最も低く官平価した治療霊平の S1につい
て，事例報告の形で，その遊戯治療過程を中心に，遊び
の象徴的意味，セラピストとの治療関係，母子関係の投
影とその改普ーなどについて考・察した。
刻表
質問紙 (母親用〉
I…・-くんはどんなお子さんでしょうか。
E あなたはどんなお母さんでしょうか。
(1)……くんはどんなお子さんですか。
他の人でなくお母さん自身がどう患っておられるか
を次の二つの角度からありのままお答え下さい。質
問は1から25まであります。
① まず・…くんはどんなでしょうか。
② 次lζ出来たら……くんがどんなになってほしいと
恩われますか。
いいははわ
b、
(例)つらい乙とでもがまんできいえいいか
る。
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a 家族に可愛がられ(~現 在 1 ， ， ， 
ている "'-@出来たら 1 1 
9 友だちとけんかすノ①現 在 1 I ， ， 
る "'-(2)出来たら l I I ， 
10良 い子であるく鐸来たき: : : : 
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・出来る "'-(2)出来たら 1 I ， ， 
14.自分の家をいやが/怠現 在 t ， ， 
いる ¥②出来たら l
15 いう乙とを聞くく錯来たき汁寸一:
16友だちに仲間はずど1現 在 t ， ， ， 
・れにされる 、①出来たら 3 ， ， ， 
ぃ/1現在1I I ， 
"'-@出来たら Lー」ーL___J
18 家でのびのびしてど史現 在_，__ ，ー _，__ ，
¥②出来たら 』
19意地悪であるく82来たき; ; ; ; 
/①現在 。
20.人に好かれるえあ出来たら t ， ， ， 
21安心して見ていらど①現 在 1 ， ， ， 
・れる ¥②出来たら 1 ， ， ， 
/①現在 1
22.必配性で ある久事出来たら 1 l 
い/①現在」ー」ー-'--'23.友だちが多 匂出来たら」ム--'--'
24.楽しそうであるど1現 在 1 ， ， ， 
、③出来たら '-ー」 .ーJ__J
いく纏来たきとと己
-214ー
い
(1)…・・くんにとってどんなお母さんでしょうか。
次の二つの角度からありのままにお答え下さい。
質問は1から10まであります。
① まず現在どんな母親だと思われますか。
② 次lζ出来たらどんな母親になりたいと恩われます
か。
乙
わ
し
17.か
25.か
were applied to a therapy 
Summary 
The questionnaires， which H. Tabata had prepared for the research， 
( 26 ) 
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group of 6 mothers twice， and to a control group of 10 mothers once， for the purpose of investigating 
the mother-<hild relationship. 
Comparisons of the results obtained were made between the therapy group and the control group， 
and between the first and second test scores of the therapy group. 
(1) In the first test the mothers of the therapy group evaluated themselves and their children more 
negatively than tbose of the control group did， and large discrepancies were found between the 
real and ideal scores 
(2) In the se∞nd test， however， tbey evaluated tbeir chi1dren less negatively， and the discrepancy 
was smal1er 
As a case report， the psychotherapeutic process with Case SI was reported， whose mother had 
evaluated herself and her child most negatively among the therapy group. There symboJic meaning 
of manifestations in Sl's play was elucidated， and then thξtherapist-<hild relationship was discussed 
as wel1. 
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